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ᮾ日本大㟈⅏ᚋの消費㈈に対する意識ኚ㠉の分析 
 
 

 （古川柳蔵、ᫍ川ᇛ、ኴ田貴ோ、石田秀輝㸦ᮾ大学大学㝔ۑ
 
 

 
㸯㸬⫼景・目的 

㏆年、ே間活動が⫧大化し、生≀多様性のຎ化

やỈ・㣗⣊足、エネルギーや資源のᯤῬなどの

リスクが 2030 年㡭に高まることがணされてい

る[1]。日本では、トップランࢼー基‽のᑟධに

よりエネルギー多消費機ჾのエネルギー消費ຠ

⋡が向上し、さらに、⿵的な用時のエネルギ

ーロス๐減ᢏ⾡も㛤発が㐍ࢇでいる[1]。しかし、

ᐇ㝿のᐙᗞ部門の二㓟化Ⅳ⣲出㔞の᥎⛣は

年々増ຍഴ向にある[2]。現ᅾ用している消費

㈈の用を᥍え、環境負荷を減少させるᬽらしに

⛣行することがồめられる。 

2011年 3᭶ 11日に発生したᮾ日本大㟈⅏のᚋ、

⚟ᓥ➨一原子ຊ発㟁ᡤの事ᨾにより、日本の原子

ຊ発㟁ᡤがṆ状態になり、その結果、ᮾ日本ཬ

す日本においても⠇㟁がồめられるようになࡧ

った。しかし、ᮾ日本大㟈⅏௨๓は、エネルギー

ไ⣙を意識せずにエネルギーを用するᬽらし

から、エネルギーไ⣙を受けたᬽらしに⛣行する

ことはᅔ㞴であった。それを㚷ࡳれࡤ、ᮾ日本大

㟈⅏がዴఱに⏒大だったかを≀語っている。 

えࡤ、ᮾ日本大㟈⅏が発生したことにより、

被ᐖが⏒大なᆅ域ではエネルギー౪給ࢩステ࣒

のṆによる㟁、࢞ス・Ỉ౪給のṆと安定

化、㐨㊰のᑍ᩿が流通⤒㊰を᩿⤯したことによる

㣗料足や㣗料౪給の安定化がᘬき㉳こされ

た。ᮾ㟁ຊ⟶内のᗈ範ᅖ⣙ 480 ᡞで㟁し、

2011 年 6 ᭶ 18 日にようやく╔手可能なᆅ域の

㟁が全てᪧした[3]。また、日本࢞ス༠会が

ᪧ対象としていた 8┴(ᐑᇛ、㟷᳃、ᒾ手、⚟ᓥ、

䭉ᇛ、ᇸ⋢、༓ⴥ、⚄ዉ川)16事業ᆅ༊⣙ 40ᡞ

のᪧが2011年 5᭶3日にようやくした[4]。

Ỉ౪給においては、7┴(ᒾ手、ᐑᇛ、⚟ᓥ、⛅田、

䭉ᇛ、ᰣᮌ、༓ⴥ)⣙ 226ᡞで᩿Ỉ被ᐖが生じ、

2011 年 4 ᭶ 17 日にようやく⣙ 212 ᡞがᪧし

た[5]。 

さらに、ලయ的な被ᐖの一を♧せࡤ、ᐑᇛ┴

ྎᕷ内において、࢞ス給ᐙるいてし用をჾ

ᗞの場合、ᮾ日本大㟈⅏௨㝆、1 か᭶ど㢼࿅に

ධれず、れたタ࢜ルなどでయをᣔいてࡄ生活

が続いていた。㑊㞴ᡤに㣗料とỈをもらいに㛗⺬

のิを୪ࡪという⤒験をしたேも少なくない。㣗

ჾをὙうことができないので、ラップでカバーを

かけて用し、カバーのࡳをᗫᲠするỈ用を最

ᑠ㝈にした㣗ჾ用を⤒験したேもいる。 

このように、ᐑᇛ┴ྎᕷでは、これまでに⤒

験したことのないᙉいไ⣙のあるᬽらしを⣙ 1カ

᭶௨上⤒験したேが多い。これらのᬽらし方は一

時的なものともゝえるが、この⤒験によって、⚾

たࡕのᬽらし、生活における消費㈈に対する価್

観が大きくኚ化した可能性がある。 

ᬽらしのኚ化の原因が、ᮾ日本大㟈⅏の場合は

自然⅏ᐖとそれにㄏ発された原子ຊ発㟁ᡤ事ᨾ

であるが、これをᬽらしに影響を与えるไ⣙とᤊ

えれࡤ、ᑗ来、ᆅ⌫環境ၥ題やエネルギー・資源

ၥ題に┤㠃した場合に受けるだろうไ⣙と同じ

ものであると考えることもできる。つまり、ᮾ日

本大㟈⅏ᚋのே々の消費㈈に対する価್観のኚ

化と消費㈈の性㉁の関ಀについて明らかにする

ことができれࡤ、ᑗ来ゼれるだろう環境ไ⣙ୗに

おけるே々の消費㈈に対する価್観のኚ化がண

 できるとඹに、その࣓カ࣒ࢬࢽを用すること

によって、ไ⣙を受けない状ἣにおいても、消費

㈈に対する価್観をኚ化させ、ᬽらし方を低環境

負荷にኚ化させることができるかもしれない。 

そこで、本研究では、ᮾ日本大㟈⅏๓ᚋにࢃた

り、ே々の消費㈈に対する価್観のኚ化について、

定ᮇ的にアンケート調査を行い 定し、ே々の消

費㈈に対する価್観のኚ化と消費㈈の性㉁の関

ಀについて明らかにすることを目的とする。 

 

㸰㸬方法 

本研究では、消費㈈に対する価್観として消費

㈈のඃඛᗘを用いる。消費㈈のඃඛᗘの 定方法

は、増田らの研究と同様とする[6]。ඃඛᗘとは

被験者に特定の消費㈈を見せて、用しているか

を確認し、用している消費㈈の中で、どの消費

㈈が手ᨺせないかをၥい、その消費㈈を㑅ᢥした

ேの合をもってඃඛᗘとする。調査方法として、

ओ楽ኳリࢧーチによる Web アンケートを用いた。

アンケートでは、㟈⅏ᚋのไ⣙のもとで消費㈈を

対象とした調査を日本全ᅜの生活者に対して行

った。調査に用いる消費㈈については、⥲務┬の

ᐙ計調査データから㑅定された日ᖖ生活で用
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する⪏ஂ消費㈈ 18項目、消⪖消費㈈ 36項目を

用する。これは上グの増田らの研究において用

した消費㈈リストと同様である[6]。 

㟈⅏௨๓のデータは、増田によるアンケート結

果㸦2010 年 3 ᭶にᐇ㸹㟈⅏๓）[6]を用い、㟈

⅏௨ᚋのデータとしては、㟈⅏発生から⣙ 100日

ᚋ㸦2011 年 6 ᭶ 16 日㹼20 日）、200 日ᚋ㸦2011

年 9᭶ 27日㹼28日）、300日ᚋ㸦2012年 1᭶ 5日）、

400 日ᚋ㸦2012 年 4 ᭶ 13 日）に同様に行ったア

ンケート結果を用いた。 

さらに、㟈⅏というไ⣙がどれだけ生活者の意

識に影響するかを分析するために、㟈⅏のไ⣙の

ᙉかったᆅ域とされるᮾᆅ方と、相対して㟈⅏

のไ⣙のᙅかったᆅ域とされるᮾ௨外のᆅ域

をẚ㍑した。調査対象はओ楽ኳリࢧーチにⓏ㘓し

ている 20代㹼60代の⏨ዪ(ࣔࢽター⥲ᩘ⣙ 220

ே)である。ྛ調査ᅇのࢧンプル⥲ᩘは ンࢧ1000

プル、20㹼60代の⏨ዪྛ100ࢧンプルずつとした。

ンプル構ᡂはᮾᆅ方からࢧ 300 ンプル、ᮾࢧ

௨外のᆅ域から ンプルとし、性別・年代のࢧ700

合をそれぞれのᆅ域でᆒ等にした。ただし、㟈

⅏௨๓の増田らによるアンケート調査のࢧンプ

ルのẚ⋡はラン࣒ࢲであったため、ᮾᆅ方とᮾ

௨外のᆅ域のࢧンプルのẚ⋡は 42:958 と少な

くなっている。 

また、消費㈈のඃඛᗘのኚ化ഴ向が㢮ఝなもの

を分㢮するためにクラスター分析を行った。なお、

本研究では㝵ᒙ的クラスタリングの一つである

ウ࢛ード法を᥇用した。 

 

㸱㸬結果と考察 

ᮾᆅ方ᅾ住者における消費㈈に対するඃඛ

ᗘについてࡳてࡳたい。ᐙ㟁〇ရなどの⪏ஂ消費

㈈や㣗料ရなどの消⪖消費㈈など、多くの項目で

㟈⅏๓とẚ㍑し、㟈⅏ 100 日ᚋにඃඛᗘが上᪼す

るഴ向にあった。しかし、㟈⅏ 100日ᚋでඃඛᗘ

が上᪼した項目は㟈⅏ 200日ᚋにඃඛᗘが減少す

るഴ向にあった。このことから、消費㈈のඃඛᗘ

にはᦂりᡠしが見られた。㏫にᮾ௨外のᆅ域で

は、とࢇどの消費㈈でඃඛᗘは上᪼せず⥔持も

しくは減少ഴ向にあった。 

また、ඃඛᗘが᭷意にኚ化しているかどうかȮ

2 ᳨定を行い調たところ、ᮾᆅ方ᅾ住者では

㟈⅏๓と㟈⅏ 100日ᚋのᕪにおいて、調料、パ

ン、࣌ットࣇードにおいて、5%Ỉ‽で᭷意ᕪがあ

ることが確認された。また、Ⳬ子㢮、࣏リ⿄・ラ

ップ、ẅなどにおいて 10%Ỉ‽で᭷意ᕪがあ

ることが確認された。一方、ᮾ௨外のᆅ域ᅾ住

者では㟈⅏๓と 100日ᚋのᕪにおいて㨶㢮、㓇

㢮、新聞において 5%Ỉ‽で᭷意ᕪがあることが確

認された。また、パンが 10%Ỉ‽で᭷意ᕪがある

ことが確認された。 

えࡤ、調料については、ᮾᆅ方ᅾ住者㸦ᅗ

㸯）はඃඛᗘが㟈⅏ᚋに上᪼し続けているが、ᮾ

ᆅ方௨外ᅾ住者は㟈⅏ᚋにとࢇどኚ化がな

く᥎⛣している㸦ᅗ㸰）ことがࢃかる。ᮾ日本大

㟈⅏の影響をᙉく受けているᆅ域と受けていな

いᆅ域のᕪが㢧ⴭにでる消費㈈と㢧ⴭにでない

消費㈈がᏑᅾしている。 
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ḟに、㟈⅏๓、100 日ᚋ、200 日ᚋ、300 日ᚋ、

400 日ᚋの 5 種㢮のデータについて、クラスター

分析を行ったところ、ᮾᆅ方ᅾ住者の場合、消

費㈈のඃඛᗘの᥎⛣状ἣは 7 つのクラスター(௨

ୗクラスターձ、クラスターղ、͐ クラスターշ)

に分㢮された。一方、ᮾ௨外のᆅ域ᅾ住者では

消費㈈のඃඛᗘの᥎⛣状ἣは 8つのクラスターに

分㢮された。 
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る。その他のクラスターでは、特ᚩはᥗࡳにくい

もののクラスターճで 5 項目、クラスターմで 1

項目、クラスターյで 2 項目、クラスターնで 5

項目、クラスターշで 8項目がྵまれていた。 

一方、ᮾ௨外のᆅ域ᅾ住者のクラスターձで

は、∵⫗、㔝⳯などの㣗料、෭蔵ᗜ、Ὑ℆機など

のᐙ㟁〇ရ、その他あࢃせて 12 項目がྵまれて

いる。クラスターնでは、パン、果≀、めࢇ㢮な

どの㣗料、ࢩャンプー、࣎ディーࢯープ、࣊アリ

ンスなどのయをΎ₩にするもの、その他あࢃせて

14 項目が分㢮された。その他のクラスターでは、

クラスターղで 10項目、クラスターճで 5項目、

クラスターմで 1 項目、クラスターյで 2 項目、

クラスターշで 4項目、クラスターոで 6項目が

分㢮された。 

ᮾᆅ方とᮾᆅ方௨外でそのクラスターࡈ

とのഴ向をẚ㍑分析すると、ᮾᆅ方ᅾ住者では、

㟈⅏ 100日ᚋにඃඛᗘが上᪼するが、そのᚋඃඛ

ᗘが減少し、㟈⅏๓と同じ状態にᡠるഴ向のクラ

スターが多いことが明らかになった。一方、ᮾ

௨外のᆅ域ᅾ住者では、㏫に、㟈⅏ᚋඃඛᗘが上

᪼せず、減少したままのഴ向のクラスターが多い

ことが明らかとなった。 

ᚑって、ᮾᆅ方ᅾ住者の消費㈈に対するඃඛ

ᗘは 100日ᚋに上᪼し、そのᚋඃඛᗘがもとにᡠ

るഴ向にある一方、ᮾᆅ方௨外ᅾ住者の消費㈈

に対するඃඛᗘは 100 日ᚋにも上᪼せず、ࡴしろ

減少していくことが明らかとなった。これは、ᮾ

ᆅ方のᅾ住者の方が、㟈⅏┤ᚋにエネルギー、

資源、Ỉ、㣗料が౽な状態が続いたため、消費

㈈のඃඛᗘがኚ化したものと考えられる。ඃඛᗘ

が高まるのは、自⏤した⤒験からその動でᚲ

要性にẼがつき、ඃඛᗘが高まったのではないか

とᛮࢃれる。 

えࡤ、それが㢧ⴭに⾲れるのは、㨶㢮、Ⳬ

子㢮、㓇㢮である。これらは、ᮾᆅ方ᅾ住者と

ᮾᆅ方௨外ᅾ住者では、㏫のഴ向を♧した。ᮾ

ᆅ方ᅾ住者では、この3つのいずれもが㟈⅏100

日ᚋにඃඛᗘが上᪼しているが、ᮾ௨外のᆅ域

ᅾ住者では 3つとも㟈⅏ 100日ᚋにඃඛᗘが減少

している㸦ᅗ㸱、ᅗ㸲）。᭷意ᕪがあるかȮ2᳨定

を行って調たところ、ᮾᆅ方ではⳫ子㢮が

10%Ỉ‽で᭷意ᕪがあることが確認された。一方、

ᮾ௨外のᆅ域では㨶㢮と㓇㢮で 5%Ỉ‽で᭷

意ᕪがあることが確認された。 

ᮾᆅ方のᅾ住者の㟈⅏๓のデータᩘが少な

いため、ᮾᆅ方ᅾ住者のデータの方が᭷意ᕪが

出にくいものになっているものの、ᮾᆅ方௨外

のᅾ住者のデータの方が、㟈⅏๓のデータとẚ㍑

して⤫計的に᭷意なኚ化を♧している。これは、

自⏤な⤒験をしたᮾᆅ方ᅾ住者でなくても、

ᮾᆅ方௨外のᅾ住者にも、࣐ス࣓ディアを通し

て消費㈈のඃඛᗘという価್観に対して影響を

与えていることが明らかである。 

 

 
ᅗ㸱 ᮾᆅ方ᅾ住者の㨶㢮のඃඛᗘのኚ化⋡ 

㸦100日๓とのẚ㍑） 

 

 
 

ᅗ㸲 ᮾᆅ方௨外ᅾ住者の㨶㢮のඃඛᗘのኚ化⋡ 

㸦100日๓とのẚ㍑） 

 

㸲㸬結論 

ᮾ日本大㟈⅏の影響を受けて、ᮾᆅ方ᅾ住者

とᮾᆅ方௨外ᅾ住者の୧者において、消費㈈に

対するඃඛᗘはኚ化を♧したことが明らかとな

った。ᮾ日本大㟈⅏ᚋにどのような自⏤なᬽら

しを⤒験したかによって、消費㈈に対するඃඛᗘ

が増大することもあれࡤ、減少することもあるこ

とが明らかとなった。特に、自⏤をした消費㈈

のඃඛᗘが高まった可能性がある。 
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